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において英語教育に貢献した外国人について概観し、次に 28 年間実施されている JET プ
ログラムを中心に ALT の課題と JTE のメリットを検討し、外国人 ALT より JTE を雇用す
ることの意義について考察する。その際、日本人学生へのアンケート調査から ALT の効
果の把握を試みる。最後に東広島市内の小学校での英語教育実践の参与観察から、ALT

















が外 国人を非常 勤の嘱託 教員としてで雇った、安部（2007）も某福岡県立高等学校に現
役した二名の外国人教師について記載している。イギリス出身教育学者、音声学者ハルロ









育顧問を連れてくる活動だった。第三は、JET プログラムの直前、昭和 44 年（1969 年）
から始まった昭和文部省と在日合衆国教育委員会による助手招聘制度の参加数と昭和 52
年（1977 年）から始まった MEF（Monbushou English Fellows）であり、アメリカから来




２．Japanese Exchange and Teaching Program (JET) 
１）JETの歴史と現状	 
JET は昭和 62 年度（1987 年）に開始され、アメリカ、イギリス、オーストラリア、ニ
ュージーランドの４か国から英語を教えるために 848 人の青年英語話者を雇用した。そ
の中 813 名は公立中・高等学校において外国語指導の補助等を行う「外国語指導助手」






る。それから拡大し、現在まで 43 カ国から 4783 人が JET プログラムに参加することにな
った。各中・高等学校へせめて一人の ALT を送れるように、人数が増やそうとした。 
2011 年から小学校 5、6 年生に対して「外国語活動」（主に英語授業）が必修の教育の
一つになった。ALT が小学校に訪ね、音声を中心に遊びながら簡単な言葉を覚えさせ、
ゲームなどを子供たちにやらせるというものだ。最近、所々の小学校で模擬外国語活動授















与え、そして team teaching(TT)教育方法が学生のモチベーションを上げる。 
一方、同学校で ALT が一週間一回、二回程度しか授業に参加しないのため、時間が少





ALT や JTE の視点から見ると、中・高等学校の ALT のほとんどは教育資格を持ってい
ないため、成績をつけることができない。そのこともあって、ALT と JTE の立場はなか
なか平等にならない。「職場で今まで何回も『若いね』と言われた。それは若いから、甘
く見られるからではないかと思い始めた」とある ALT が述べていた。その反面、インタ
ビューを行なったとき JALT（日本人 ALT）が以下のように述べた。「ある会社から ALT
が来たとき、JTE と私が同じ線に並んで、立つことは禁止された。クラスの後ろまで行っ
て立つか、もしくは ALT の後ろに立つか、とりあえず会社から ALT の横に立つことを禁
止された」ALT が JTE との親しい関係を進展させた例もありながら、一方必要以上の相
談を避ける例も見られる。 












しか獲得できていない。2014 年の TOEFLiBT test data の合計点数を見ると日本は平均 70
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 点を取り、アジアでアフガニスタン、カンボジア、ラオスを上回っている。2013 年、日






• 外国人 ALT と JTE 様々な部分において異なる。例としてモデルの種類が挙げられ


















外国語活動といったら、主に英語教育を意味する。2015 年 JET プログラムの統計を見る
と、JET 参加国は 43 カ国であり、参加者は 4,786 人であることが分かる。その中でアメリ
カから来日した ALT 人数は合計	 4404 名であり、全参加者の 58.9％を示している。また、
全参加者の 32.3％はイギリス、オーストラリア、ニュージーランド、カナダ、アイルラン






























1. Be interested in Japan, and be willing to deepen their knowledge and appreciation of 
Japan after their arrival; make effort to study or continue studying the Japanese language 
prior to and after arriving in Japan; be motivated to participate in and initiate international 











JET プログラム ALT の 91.2％は英語圏から来た。日本人ではないと見た目で区別でき
る人ばかりだ。母語話者なので全員英語ぺらぺらと話すことは当然であるから、日本人学
生に与える影響が違う。Medgyes(1992)は教師モデルを language model(言語モデル)と
learner model(学習モデル)の二つの種類に大きく分類した。Medgyes は NEST（native 













いだろうか。従って、英語教育から見ると、外国人の ALT を雇うより、JTE を留学また
















































た。2015 年 7 月 12 日に広島大学キャンパスで、以下のようなアンケートを行なった。 
回答者（合計：48 名）男性が 16 名、女性が 26 名、回答しなかった人は 6 名だった。

















































 質問 3	 外国人の友達と会話をする時どの言語を使う	 
主に 日本語 21 
 英語 18 
 中国語 2 
   
また 日本語 2 
 英語 5 








質問 4	 外国人と英語で話しかけるとき、不安なことは何ですか。	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日時：5 月 13 日～7 月 8 日 
期間：2 ヶ月に週一回、3×45 分 
学年：5 年生、6 年生 
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 授業数：年間 70 単位時間 
クラスの人数：24 人～28 人 
教室：英語教室の視聴覚教育用の教材が豊かであり、色彩に富んでいる。教育機器
（電子黒板、フラッシュカード）の頻繁な利用 




	 	 ｢お気に入り聞く表現を学ぼう｣ 
	 	 ｢お気に入りを聞く表現を試してみよう｣ 
	 	 ｢クラスのお気に入りを紹介しよう｣  
	 	 ｢アルファベットの大文字と小文字を復習しましょう｣ 





















• A :  Finish game.	 Stand up! 
• A:  Let’s finish English 
K（クラス全体）:   Let’s!/ Yes! 
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 • A:  Let’s feed back! 
• A:  Face up, please! (Turn the page over, so that it’s face up.	 正面が見えるように
シートをめくってください。) 
• A:  (次の授業)	 Work sheet face down! 
• A:  Big voice please! (自ら治す：Clear voice, please!) 
• A:  What this? 
• A:  Pencil put down! 
B:  Put down your pencils! 
A:  Look at me! 
B によって A の発言の修正がこの例以外見られなかった 
発音の大間違い： 
• A :  Favourite spots	  {sports} 
• A :  Shit down {Sit down} 
• A :  Take out your work シート/seat	 （sheet を言いたかったとき） 
• A :  Berry good! 
• A :  Lady…go! 
指導の内容： 
生徒に覚えやすい英語を教えたがって、間違った英語を暗記させたことがある。 
例 : Excuse me! Question OK? 
What’s your favourite? Choose the best. 
指で人間をさしても I like this を使った。 
授業構想：（黒板に貼ってある） 
1. Greeting	 挨拶 
A :  Stand up please! 
K :  Yes!	 （生徒が全員立つ） 
A :  Let's start English! 
K :  Let’s! 





	 クラス全体立ち、お辞儀をせずに｢Good morning Miss. B｣を言った後、みんな
座った。 
B 先生が「Good morning everyone!」の挨拶の言葉を言う。 
2. Pratise	 復習	 	 	 （ほぼ 10 分） 
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 A. Routine questions (決定質問)	 B 先生が毎回繰り返した質問。生徒たちが同
時に答えた。B 先生がリズムを取るように手をたたく。 
a) B：How are you? 
K：I’m fine. (Thank you) 
B 先生のアドバイスで生徒たちにほかの返事の仕方が教えられた。 I’m hungry/I’m 
sleepy なども言えるようになった。 
b) B: How is the weather today? 
K: It’s sunny/It’s cloudy/ It’s raining 
初めての授業で曇っていて、雨降りそうな天気を見ても、Sunny と同時に言い返した学
生たちが、Sunny と Cloudy の意味分かってきた。 
c) B: What day is it today? 
K: It’s Wednesday. 
d) B: What’t the date today? 
K: It’s Month, Dayth 
以上の質問は似ているせいで生徒にとって聞き取りにくいので、同じ順番ではなくゲ
ームにして聞き訳を練習させた。 
B. 歌	 タイトル：It’s a small world 
Alphabet song 
アルファベットの練習の授業が行う前、アルファベット・ソングを歌った。 
It’s a small world の場合、音が高すぎ、歌えなかった子供もおり、速過ぎるため追いか
けられなかった子もいた。クラスの三分の二歌おうとした。 
C. 前回の授業の内容を思い出させ、復習する 
3. Activity	 活動	 	 	 (ほぼ２５分) 
その日の目標を学生に日本語で読ませ、書かせた後メイン活動が始まる。 
§ 発音 Pronunciation	  
ALT のあとについて発音する練習	 例：ｆとｖの発音仕方 
§ モデル会話 Demonstration by the teachers	  
§ 反復練習 Practice by repetition occasionally changing the roles of interviewer and 
interviewee 
§ グループワーク Group work 
§ アルファベットの大文字の復習、小文字を習得 
書きながら、似ている文字の微妙な違いを認識した。 




 監視者の C 先生が短く授業の内容の難しさ、学生のよい態度などについて自分の意見
を述べた。 
5. Closing	 おしまい 
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